

























の悉皆調査という壮大な事業に単身取り組んでいる。六四機関において調査を終えた一〇八〇点の詳細な書誌データについては、 「古活字版悉皆調査目録稿（一）～（九） 」としてまとめ、鈴木俊幸氏編集の『書籍文化史』 、第一一集から第一九集（二〇一〇年一月～二〇一八年一月）に連載し、研究者間での情報共有を図ってきた。本稿はこれに続くもので、国文学研究資料館における国際共同研究「江戸時代初期出版と学問の綜合的研究」 （研究代表者
:ピーター・コーニツキー・ケンブリッジ大学アジ
ア中東 部名誉教授 二〇 五年～二〇一八年）に参加して、国文学研究資料館所蔵の古活字版の悉皆
調査（現在整理中の川瀬一馬文庫は







調査項目は、 〔請求番号〕 〔体裁〕 〔表紙〕 〔題簽〕 〔内題〕 〔尾題〕 〔本文〕


















第五〉 （―〈第五十一／第五十二〉 ） 」 。第一冊題簽剥落。
 
〔内題〕 「新刊吾妻鏡巻第二（―五十二） 」 。
 












四五丁） 、第二冊、七五丁（巻第四・四七丁／巻 ・二八丁） 、第三冊、 一〇六丁 （巻第六・六五丁／巻 七・四一丁） 、 第四冊、九八丁（巻第八・三六丁／巻第九・六二丁） 、第五冊、九八丁（巻第十・六四丁／巻第十一・三四丁） 、第 冊、一〇八丁 巻第十二・二五丁／巻第十三・二七 ／ 十四 二四 ／巻第十 ・三二丁） 、第七冊、一一〇丁（巻 十六・三 ／巻第十七・三三丁／巻第十八・四二 ） 、 冊 一〇七丁（巻 十九・三四丁／巻第二十・一二丁／巻第二十 ・三八丁／巻第二 二
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三丁） 、第九冊、九三丁（巻第二十三・二〇丁／巻第二十四・一五丁／巻第二十五・三五丁／巻第二十六・二三丁） 、第一〇冊、九〇丁（巻第二十七・二八丁／巻第二十八・一九丁／巻第二十九・一七 ／ 三 ・二六丁） 、 一一冊、九 （ 三一・三四丁／巻第 十 ・三三丁／巻第 十三・二 丁） 、第一二冊、九一丁（巻第三十四・ 六丁／巻第三十五・三二丁／巻第三十六・三 ） 、第一 冊、 七丁（巻第 十七・一七丁／巻第三十八・三 丁／巻第三十九・一七丁） 、 一四冊、七〇（巻第四十・三 丁／巻第四十一・ 丁） 、第一五冊 六九丁（巻第四十二・四 丁／巻第四十三・二 丁） 、 一 冊、五四丁（巻第四十四・二二丁／巻第四十六・ 丁、 四 欠） 、一七冊、七三丁（ 四 七 三四丁／巻第四十八・三九丁） 、第一八冊、八四丁 九・四〇丁、三 丁欠 五四四丁） 、 第一九冊、 六九丁 （巻第五十一・ 二 ／巻第五十二五丁／跋・二丁） 。
 
〔刊記〕「夫人之處世也言行之善不善不可／不記焉得一善記之則百世善
















































古浄瑠璃・説経集』参照） 。また、使用されている活字は、東京大学総合図書館所蔵 『浄瑠璃十二段草子』 （Ａ００―５８００） ・国立国会図書館所蔵『花鳥風月』
(ＷＡ７―５６）等と同一であ
る。よって、本 刊行は、それらとほぼ同時期 すなわち慶長末年から元和に至る慶長元和中刊本と認定することができる。上記の二本は、慶長年間における嵯峨本の国書刊行に触発されて登場した一連の書物であり、古活字刊本『阿弥陀胸割』もまた、その使用活字の一致から 嵯峨本に触発されて登場した一連の国書古活字本 内 つとして出版史の中に位置づけを行うことができる」 （国文学研究資料館ホームページ） 。川瀬、未載。
 





















































〔印記〕 「不忍文庫」 （屋代弘賢 朱長方印） 、 「阿波國文庫」 （徳島藩蜂須







































根源古人之説々／不同云々如今以天福年所被与孫女本正之／然而猶恐有訂校 遺欠也更圖画巻中／之趣分以為上下是雖不足動好女人情／聊為令悦稚童眼目而已／慶長戊申仲夏上浣／也足叟（花押） 」 （整版、花押は墨自署） 。
 













































」 （朱長方印） 、 「銕斎／居士」 （朱方印） 、 「鐵斎」 （丸印） 、
「富岡／百錬」 （朱方印、以上、富岡鉄斎） 、 「寶玲文庫」 （朱長方印、フランク・ホーレー） 「銕心斎文庫」 （朱長方印） 。
 
【備考】朱筆で夥しく書き入れが施されている。嵯峨本、慶長十三年再

































根源古人之説々／不同云々如今以天福年所被与孫女本正之／然而猶恐有訂校 遺欠也更圖画巻中／之趣分以為上下是雖不足動好女人情／聊為令悦稚童眼目而已／慶長戊申仲夏上浣／也足叟（花押） 」 （整版、花押は墨自署） 。
 
【印記】 「銕心斎文庫」 （朱長方印） 。
 
【備考】嵯峨本、慶長十三年再刊本（第二種本）甲種（イ版） 。料紙は楮







































【印記】 「銕心斎文庫」 （朱長方印） 、他、巻末に黒方印（墨抹消） 。
 
【備考】朱墨による書き入れあり。上巻、慶長十四年刊本（第三種本） 、








































蔵」 （朱長方印） 、 「双
簏鍳






































【印記】 「我善坊圖書」 （朱長方印） 、 「
盬
澤／丹宮／之章」 （朱方印） 、 「天
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巻上 〈元和寛永中刊古活字版／極稀本〉 」 と書す。

























































「辛界／巳歳／以後／所得」 （朱方印） 、 「双
簏鍳
蔵」 （朱長方印、
以上二印、三井高堅） 、 「銕心齋文庫」 （朱長方印） 。
 
〔備考〕嵯峨本。料紙は楮紙、具引き、色替わり料紙（水色・薄藤色・
薄紅色・黄色・よもぎ色・山吹色）を交える。川瀬、四四二頁では、和田維四郎氏の分類（上巻の四六丁「けさうして」で始まる丁のみで二版に分類する）を踏襲して 第一種本と第二種本に分類するが、伝本ごとに全丁を比較すれば 嵯峨本の伊勢物語同様、部分的に活字を差し替えた部分異植字が見受けられる丁（他、伝本共通 切貼訂正や上書訂正も施されている）があるものの、いずれの伝本も同一の版であることがわかる。違いは中院通勝 刊語の末尾に、通勝が「素然」 （中院通勝の号）の二字を自書し、 「自得」 黒印 捺されているか否かだけである。川瀬、八五五頁に著録する三井文庫〈原題簽附原装・英王堂旧蔵〉本が本書。 「光悦本肖聞抄」と題せる旧蔵者芦澤新二氏の識語添付 桐箱 （ 「三井家」 等の朱印が捺される） 、 「肖聞抄
 
光



































〔印記〕 「小汀文庫」 （朱長方形） 、 「を／ば／ま」 （朱印、以上二印 小汀
















































蔵」 （朱長方印） 、 「聴氷壬
／戌以後／所集旧／槧古鈔」 （朱方印） 、 「双
簏鍳
蔵」 （朱長方印） 、




















〔題簽〕表紙中央に後補の布目地書題簽（ 七 七×三・八糎） 、 「闕疑
抄一（―五） 」 （巻第四、題簽剥落） 。
 










〔丁数〕第一冊、 五二丁 （巻第一） 、 第二冊、 五一丁 （巻第二、 六丁補写） 、







〔印記〕「越後国／羽ケ榎／國井氏」 （朱方印） 、 「□□／堂／所蔵」 （朱
方印） 、 「羽／邨」 （朱方印） 、 「寳玲文庫」 （黒長方印、フランク・











































〔印記〕「古□山房圖書記」 （朱長方印） 、 「五島／之印」 （朱方印、 陰刻） 、
「福原／文庫」 （朱方印、陰刻） 、 「小汀文庫」 （朱長方形） 、 「銕心齋文庫」 （朱長方印） 、 「熊（ 「日」に丸）本／上通二丁目／書舗／川口屋又次郎」 （朱長方印、第五冊の巻末のみ） 。
 
〔備考〕朱引、朱丸、墨筆による返点、振仮名、送仮名、その他朱墨に

































〔丁数〕第一冊、四〇丁（巻第一） 、第二冊、三九丁（巻第 ） 、第三冊、





〔印記〕 「銕心齋文庫」 （朱長方印） 。
 
〔備考〕巻第四のみ整版補配。その巻末に旧蔵者の鉄心斎文庫主、芦澤






































〔印記〕 「銕心齋文庫」 （朱長方印） 。
 
〔備考〕巻第一の二〇丁裏、二一丁表、二三丁表～二五 表に朱筆で句






































































































〔内題〕 「 （二格低）うつほものかたり上」 、 「 （二格低）うつほ物語下」 。
 
















































のわかれ・四五丁／かゝやくふちつほ （目録、 かゝやく藤つほ） ・一五丁） 、第四冊、一〇四丁（目録・一丁／とりへ野・二九丁／はつ花・七四丁） 、第 冊、 （目録・一丁／石蔭・二〇丁／日かけのかつら・二六丁） 第六冊、五三丁（目録・一丁／つほみ花・一九丁／玉村菊・三三丁） 第 冊、五一丁（目録・丁／木綿四手・二七丁／朝緑（目録、あさみとり） ・二三 ） 、第八冊、六七丁（目録・一 ／弟子大日本国左大臣……・／疑・二三丁／本のしつく 四〇丁） 、 九 四二一丁 をんかく（目録、音楽） ・二三丁／玉臺・一八丁） 、第一〇冊、二九丁（目録・一丁／御着裳 九 ／御賀 丁）一一冊、二六丁（目録・一丁／後悔大将 六 とりのまひ（目録、鳥舞） ・九丁） 、第 二冊、三三丁（目録・一丁／こまくらへ・ 五丁／わか枝・一七丁） 、第一三冊、五六 （目録








朱識語、 「此二帖以法興院関白殿家之自筆本一校了」 （第一冊「此一帖以法興院関白殿家之自筆本一校了」 第二 さま
〳〵
のよろこひ） 、 「元禄十六九十以中御門大納言宗綱卿自筆本 校了」 （第二冊、 見はてぬゆめ） 、 「右二帖 〈うら
〳〵
のわかれ／かゝ
やく藤つほ〉以中御門大納言宗綱卿筆本一校了」 （第三冊） 、 「右一帖以相国寺万松院永崇筆本一校了／元禄十六九十七」 （第四冊、とりへ野） 、 「右一帖以等貴自筆本一校了／元禄十六九十九 花押） 」 （第四冊、はつ花） 、 「 中御門大納言宣秀卿自筆本一校了
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／元禄十六九十」 （第五冊、石蔭） 、 「元禄十六九十九／以中御門大納言宣秀卿自筆一校畢」 （第五冊、日かけのかつら） 、 「元禄十六九十九以中御門大納言宣秀卿真跡一校畢」 （第六冊、 つほみ花） 、「元禄十六 十一右一帖以滋野井中納言教國卿真筆借或人手一校了」 （第六冊、玉村菊） 、 「右一帖以滋野井中納言教國卿筆校合了／元禄十六九 」 （第七冊、木綿四手） 、 「右一帖以姉小路宰相済継卿筆一校了／元禄十六九十六特進源（花押 」 （第七冊、朝緑） 、 「右一帖以姉小路宰相済継 本一校了」 （第八冊、 疑） 、「右以中御門大納言宣秀卿自筆本一校了」 （第八冊、 本のしつく） 、「此一帖 をんかく） 、 此一帖以姉小路大納言基綱卿自筆本 校了」 （第九冊、玉臺） 、 「此二帖以姉小路大納言基綱卿自筆本一校了」 （第 〇冊） 、「右二帖以中御門 位宣胤卿自筆本一校了」 （第一 冊） 、 「右二帖以中御門一位宣胤卿自筆本一校了」 （第 二冊） 、 「右二帖〈望月／楚王夢〉以法音院関白兼輔公筆本一校了／元禄十六年 月廿三日（花押） 」 （第一三冊） 、 「右以中御門大納言宗綱卿筆本一校了」 （第一四冊、衣珠） 、 右一 葉室大納言光忠卿自筆本校了」 （第一四冊、わかみつ 葉室大納言光忠卿自筆本一校了」 （第一五冊） 、 「右中御門一位大納言宣秀卿自筆本 」（第 六冊、殿上花見） 、 「右一帖以筆本一校了」 （第一六冊、哥合） 、 四帖二巻以中御門大納言宣秀卿 ／元禄十六十廿 花押 」 （第一七冊） 、 「右二帖










































































































































































〔印記〕「田藩文庫」 （黒長方印） 、 「田安／府芸／臺印」 （朱方印、以上
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二印、田安徳川家） 、 「秋／葉」 （朱方印） 。
 
〔備考〕無書入。川瀬、五二九・八九四頁。 「増鏡水鏡の両書と同種活字







































城へ行幸の次第を画いた行列絵巻で、撰述後間もなく印行したものである」 。川瀬は、第一種本（烏丸光広の稿本に拠つて最初に現れたもの） 、第二種本（イロ二種）に分類、その他、第一種本と第二種本（イ の中間に位置する別 の異植字版（栗田文庫蔵）があることを記す。これを受け 間島由美子 よる詳細な研究（ 「 『寛永行幸 』絵巻につ
いて―４種類の古活字版とそ























































〔題簽〕中央に後補の書題簽、 「 （破損）かな（破損）上」 、 「あけまき〈四































































〔備考〕濁点が若干施されるのみ。 上巻、 一丁表の一行目 「内裡」 の 「裡」
 
から「裏」の活字紙片を貼附。川瀬、五一三・八八八頁、慶長












































































丁附「六」 、以下丁附にズレあり／巻第二・一三丁／巻第三・九丁／巻第四・一一丁／巻第五・一〇丁／巻第六・一一丁） 、 二冊、六四 （巻第七・一〇丁／巻第八・一三丁／巻第九・一一丁／巻第十・一一丁／巻第十一・一一丁／巻第十二・八丁） 、第三冊、五八丁（巻第十三 二 十四・一三丁 十五・一三 六・ 〇丁／巻第十七・一〇丁） 、第四冊、五七丁（巻第十八・一一丁／巻第十九 二十・一一丁／巻第二十一・一一 ／ 二十二・ 三丁） 、第五冊、六〇丁（巻第二十三・一二丁／巻第二十四・一二丁／巻第二十 ・一二丁／巻第二十六 二丁／巻第二十七・一 丁） 第六冊、六二丁（巻第三十四・一 丁／巻第三十五・一四丁／巻第三六・一 ／ 七 八 ） 、第七冊、 二丁（巻第三十九・一二丁／巻第四十・一十一・一一丁／巻第四十二・一 丁／巻第四 三 ） 、第八冊、六六丁（巻第四十 ・一 丁／巻第四十五・一二丁／巻第四十六・ 二 ／ 七 八丁／ 四 八巻第四十九・一〇丁） 、第九冊、六五 五 九丁／巻第五十一・九丁／巻第五十二・一二丁／巻第 十三・一一 ／






























































〔尾題〕「光武帝紀第一上」 （―皇后紀第十下 （三格空） 張
桌
王鰲叟校正） 、



















二八丁／帝紀一上 三六丁／帝紀一下・三四丁） 、 二冊、八七丁（帝紀二・二九丁／帝紀三・二九丁／帝紀四・二九丁） 、 三冊、八五丁（帝紀五・三一丁／帝紀六・二九丁／帝紀七・二五
丁。二―五丁、十八―二十丁誤綴） 、第四冊、一〇六丁（帝紀八・二三 ／帝紀九・一九丁／皇后紀十上・三七丁／皇后紀十下・二七丁） 、第五冊、 二八丁（志一・二一丁／志二・二八丁／志三・三 ／志四・一一 ／志五・一六丁／志六・一五丁） 、第六冊、一 九 （ 七 七丁 ・一 丁／志九・一六丁／志十・一四丁／志十一・二二丁／志十二 一 十 ・二四丁／志十四 一三 七 一四一 五・ 四丁／志十六・一二丁／志十 ・一三丁／志十八・ 丁／志十九・一八丁／志二十・一四丁／志二十一・一 丁／志二 六丁／志二十三・ 四丁） 、第八冊、 〇〇 （ 二十 ・一 丁／志二十五・一 丁／志二十六・一三丁／志二十七 〇志二十八・一八丁 十九 五 ・ 〇丁） 第九冊、九七丁（列伝 二 列伝二・二〇丁／列伝 ・三三丁／列伝四・二一 ） 、第一〇冊、九 丁（列伝五・ 列伝六・三七丁／列伝七 三二 ） 、第一一冊、 〇 （列伝八二五丁／列伝九・二五 、十二丁欠／列伝十・一九 ／一・一七 十二・ 四丁） 、第 二冊、八六丁二九丁／列伝十四 十五・二〇丁） 、第 三冊〇三丁（列伝十六・三一丁／列伝十七・二四 ／列伝十八上二四丁／列伝十八下・二 丁） 、第一四冊、九七丁（列伝 九二六丁／列伝 十上・一〇丁／列伝二十下 三 ／列伝一・ 七 ） 、第一五冊、八八丁（列伝二十二・一六 列伝二
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十三・二四丁／列伝二十四・二五丁／列伝二十五・二三丁） 、第一六冊、九六冊（列伝二十六・三〇丁／列伝二十七・二二丁／列伝二十八・一七丁／ 九 二七 ） 、第一 冊、八六丁（列伝三十上・ 〇丁／列伝三十下・二九丁／列伝三十 ・二七丁） 、第一八冊、八六丁（列伝三十二・三三丁／列伝三十三・三四丁／列伝三十四・一九丁） 、第一九冊、一〇八 （五・二五 六 二六 ／列伝三十七・ 八丁／列伝三十八 九 ） 、第二〇冊、九 丁（ 九 三七伝四十・一四丁／列伝四十一・ 丁／列伝四十二・二 丁） 、第二一冊、八九丁（列伝四十三・一五丁／列伝四十 ・三四丁／列伝四十五・一六 ／ 六 ） 第 二冊、一五二丁（ 七 二 丁 列伝四十八・ 丁／列伝四十九・四二丁／列伝五十上・二 丁／列伝五十下・三三 三一三九丁（列伝五十一・三五丁／列伝五十二・二二丁／列伝五十三・二五 ／ 二七 五 〇 ） 第二四冊、九一丁（列伝五十六・二四丁／列伝五十七・三七丁／列伝五十八・ ／ 九 八 ） 、第 冊、一〇四丁（ 六 ・ 六丁／列伝六十一・二〇丁／列伝六十 ・三〇丁／列伝六十三 一八 ） 、第二六冊、一〇六丁（ 六 四上・三四 ／ 四下・二〇丁／列伝 十五・二 ／列伝六十六・二八丁） 、第二七冊、一〇〇 （列伝六十七 一／列 八 三五 ／列伝六 九上・二三 九下




〔印記〕 「岡田真」 （朱長方印） 。
 
〔備考〕第九―二五冊（列傳一―六十三）に、朱引、朱句読点、墨筆で
































〔丁数〕第一冊、八〇丁（ 之上 目録、序 八丁／本文・七二丁） 、第










































































川瀬一馬識 （朱印＝一馬） 」 。 川瀬、



















〔内題〕 「狭衣巻第一之上（―四之下） 」 。
 
























































〔印記〕 「勢州蛯原／明林覚明」 黒長方印） 。
 






































〔印記〕「藤原／信時」 （朱方印） 「日甫」 （朱長方印） 、 「大隅氏／家蔵













































































































（―十了） 」 （第一冊は破損、 「政要」部分のみ残存） 。
 
〔内題〕 「御製貞觀政要序」 、 「貞觀政要集論題辭」 、 「貞觀政要序／（一格
低）唐衛尉少卿兼脩國史修文館學士呉競／（一格低）撰」 、 「集論諸儒姓氏」 、 「貞觀政要 六格空）戈直集論」 、 「貞觀政要巻第一」 、 「貞觀政要巻第二（―十） （四格空）戈直集論」
 









































〔内題〕 「沙石集第三始（終） 」 。
 
























































録・一丁／一下・一九丁／目録・一丁／二上・二三丁／目録・一丁／二下・一八丁） 、第二冊、七九 （目録欠／ 上・一九丁／目録・一丁／三下・一九丁／
目録欠／四上・一八丁／目録・




















































































丁） 、 第二冊、 五二丁 （上経噬
嗑
伝第三・二四丁／下経咸伝第四・





























































〔内題〕 「 （一格低）撰集抄巻第一（―九） （十一格空）西行記」 。
 














〔印記〕 「園林文庫」 （朱長方印） 、 「畠山／爽」 （朱方印、陰刻） 、 「古桑／
文庫」 （朱方印、奈良・百々家） 、 「小汀文庫」 （朱長方印、小汀利得） 。
 
〔備考〕朱墨による書き入れあり。 『大和物語』十一行本と同種の活字を


















〔内題〕 「荘子巻第二（四・五） 」 。
 


































六」 （ 「六」は墨書） 。中央部の剥落した題簽の痕に「曽我物語一（二・四・九） 」と墨書。
 
〔内題〕「曽我物語巻第一 （―十二） 目録」 、 「曽我物語巻第一 （―十二） 」 。
 
















〔印記〕 「青谿／書屋」 （大島雅太郎、朱方印） 、 「月明荘」 （反町茂雄、朱































壹」 、 「拾壹」 、 「拾貳」と
打付書。
 











〔丁数〕第一冊、四六丁（巻第一、目録 一丁／本文・四五丁 、第 冊、




〔印記〕 「房州／三／佐の村」 （墨丸印、第一―五・八・一〇― 二冊の
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目録） 、 「月明／荘」 （朱方印、第一―五・八・一〇―一二冊の巻末） 、 「刈谷圖書」 （朱長方印、第六冊） 。
 
〔備考〕 『弘文荘古活字版目録』三八六頁掲載の本。本書は、 「房州／三

































／序・一丁／本文・二九丁） 、第三冊、五〇丁（巻第二、目録・一丁 本文・四九丁） 、第四冊、三六丁（巻第三、目録・一丁／本文・三五丁） 、第五冊、四七丁（巻第四、目録・一 ／本文・四六丁） 、 第六冊、 三〇 （巻 五、 目録・一丁／本文・二九丁） 、第七冊、写本補配、第八冊 三九丁 七 一丁／本文・三八丁） 、第九冊、四九丁（巻第八 目録・一丁／本文・四八丁） 、 第一〇冊 五〇丁 （巻第九、 目録・一 ／本文 四九丁）第一一冊、五九丁（巻第十、目録・一丁／本文・五八丁） 一二冊、三 （巻 十 目録 一 ／本文・ 七 ） 、第一三冊、五九丁（巻第十二、目録・一丁／本文・五八丁） 第一四七丁（巻第十 、目録 一 ／本文・四六 ） 、 一 六七丁（巻第十四、目録・一丁／本文・ 六丁） 、第一六冊、 〇
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丁（巻第十五、目録・一丁／本文・四九丁） 、第一七冊、六六丁（巻第十六、目録・一丁／本文・六五丁） 、第一八冊、七七丁（巻第十七、目録・一丁／本文・七六 ） 、第一九冊、六五丁（巻第十八、目録・一丁／本文・六四丁、三七丁欠） 、第二〇冊 三七丁（巻第十九、目録・一丁／本文・三六丁） 、第二 冊、四五丁（巻第二 、目録・一 ／本文・四四丁、三五・三七丁欠） 第二二冊、四三丁（巻第二十 、目録 一丁／本文・四二丁二三冊、三四 二二四冊、 八丁（巻第二十三、目録・一丁／本文・二七丁） 、第二五冊、五 丁（巻第二十四 二 ） 第二六冊、三 丁（巻第二十五、目録・一丁／本文 三三丁） 、第二七冊、五七丁（巻第 十六 目録・一丁／本文 五 ） 、第二八冊、四一丁（巻第 十七 目録・一 ／本文 四〇丁） 第二九冊、四〇丁（巻第 十八 目録・一 ／本文 三九丁） 第三〇冊、四 丁（巻第 十九 目録・一 ／本文 四七丁）三一冊、三七丁（巻第三十、目録・一丁／本文・三六 ） 三二冊、四一丁（巻第三十一、目録・一丁／本文・四〇丁） 、 三三冊、五二丁（巻第三十二、目録・一丁／本文・五 ） 、 三四冊、五〇丁（巻第三十 、目録・一丁／本文 四九 ） 、 三五冊、四二丁（巻第三十四、目録・一丁／本文 四一 ） 、六冊、五〇丁（巻第三十五、目録・一丁／本文 四九 ） 、 三七冊、三八丁（巻第三十六 目録・一丁／本文 七 ） 、 三























〔内題〕 「 （二格低）劔巻」 、 「太平記 第一（―四十）目録」 、 「太平記巻
第一（―四十） 」 。
 















丁（巻第一、目録・一丁／序・半丁／本文・一六丁半、巻第二、目録・一丁／本文・二九丁） 、第三冊、四六丁（巻第三、目録・一丁／本文・二〇丁 巻第四、目録・一丁／本文・二四丁） 第四冊、四〇丁（巻第五、目録・一 ／本文・一七 、巻第六、目録・一丁／本文 二一丁（八 九丁誤綴） ） 、第五冊、五一丁（巻第七、目録・一 ／本文・二二丁、巻第八、目録 一本文・二七丁） 、第六冊、六三 （巻第九、目録・一丁／本文・二九丁（二八・二九丁誤綴） 巻第十、目録・ 丁 二丁） 、第七冊、五二丁（巻 十 目録・一 ／本文・二〇丁、巻第十二、目録・一丁／本文・三〇丁） 、 八冊、六五丁（巻第十三、目録・一丁／本文・二五 、 四 丁文・三八丁） 、第九冊、七〇丁（巻第十五、二九丁、巻第十六、目録・一丁／本文・三九 ） 、第一〇冊 八四丁（巻第十七、目録・一丁／本文・四 丁（一五―一七 誤綴） 、巻第十八、目録・一 ／本文・三七 ） 、 一 冊 五丁（巻第十九、目録 一丁／本文 二二丁 巻第 十 目録・一丁／本文・二七丁） 、第一二冊、四六丁（巻第 十一、一丁／本文・二五丁（ 四・二五 誤綴） 、巻第二十 、一丁／本文・一九丁 第一三冊 四六 （巻第 十三、目録一丁／本文・ 五 、 巻第二十四、 目録・一丁／本文 九丁） 、







る。第一六・一七・一九・二〇・・二 冊の後表紙見返しに識語、 「相原氏」 、 「本主／相徳充求」 、 「本主相原氏齋」 、 「本主 相原徳充求」 、 「本主／相原徳充 求」 。巻第一 二 五・六補配慶長十五年刊本、他、無刊記双辺丙種本。慶長十五年刊本は、 「慶
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、朱方印） 、 「寳玲文庫」 （フラン
ク・ホーレー、 墨長方印） 、 「月明荘」 （反町茂雄、 朱長方印・小） 。
 
〔備考〕『太平記音義』とセット。第一冊に若干の墨筆による書入があ
るものの、無書入に等しい。誤植部分を胡粉で塗抹 墨訂正する点は伝本共通。第三冊の前表紙裏に『庭訓往来』 （三 、整版）第六冊の後表紙裏に『千字文』 （廿三） 、第七冊・ 冊の後
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、朱方印） 、 「寳玲文庫」 （フラン
ク・ホーレー、墨長方印 、 「小汀氏蔵書」 （朱長方印） 、 「をばま」（朱印、以上二印 小汀利得 月明荘」 （反町茂雄、朱長方印・小） 。
 
〔備考〕『太平記鈔』とセット。無書入。川瀬、九〇〇頁に著録する小















〔題簽〕左肩に後補の書題簽（破損有） 、 「たけとり物語」 。
 
〔内題〕 「 （二格低）たけとり物語上（下） 」 。
 
































































































































































〔印記〕 「越前落井／正立寺蔵」 （墨長方印） 「聴氷壬／戌以後／所集旧
／槧古鈔」 （朱方印） 、 「三井家
鍳










































































































運」と墨識語。 「徳運」の識語は、正宗文庫蔵の古活字版『伊勢物語』 （嵯峨本・第五種本）や宮内庁書陵部蔵の古活字版『平治物語』 （慶長中刊十行本・第一種本） 、東北大学附属図書館漱石文庫蔵『太平記鈔』にも見られる。これらの本には識語と同筆の、すなわち徳運による綿密な書き入れが施されている。徳運についての詳細は未詳だが、正宗文庫蔵『伊勢物語』の最終段の書き入れに、 「業平五十六ニシテ元慶四年五月廿八日ニ逝去……寛永三年迄七百四十六年ニ成」とあることや、東北大学附属図書館漱石文庫蔵『太平記鈔』に施された書き入れの時期―元和九（一六二三） 以降 寛永三（一六二 ）年以前（小秋元段 『増補太平記と古活字版 時代』 、 新典社、 二〇一八年、 版、二〇〇六年。三 〇頁参照）から、およその活躍時期を推測で












































〔印記〕 「残花書屋」 （朱長円形印） 「賓／南」 「残華（花）／書屋」 （朱方



























〔内題〕 「天台圓宗四教五時西谷名目巻上（下） 」 。
 














〔印記〕 「平等心王院」 （朱長方印） 、 「小汀氏蔵書」 朱長方印 。
 
〔備考〕無書入。各冊とも後表紙の見返しに識語 主空□ 、 「施主善曳
















































































































































〔内題〕 「拂惑袖中策目録（下目録） 」 、 「拂惑袖中策（一格空） 〈凡四十章

















〔印記〕 「島田／蔵書」 （島田乾三郎、朱方印） 、 光／貫」 （墨丸印、印の


































羅仙共僧伽婆羅譯」 、 「寶雲經巻第四（八格空）木四／（一格低）梁扶南三藏曼陀羅仙共僧伽婆羅譯」 。
 




































佛説受歳經／（三格低）佛説梵志計水浄經」 、 「佛説求欲經／（六格低）西晋沙門法炬譯」 、 「佛説受歳經／（六格低）西晋三蔵法師竺法護譯」 、 「佛説梵志計水浄經／ （六格低） 失譯今附東晋録」 。
 






































































〔内題〕 「平家物語巻第一（―十二）目録」 、 「平家物語巻第一（―十二・
灌頂巻） 」 。
 














































































































































































〔内題〕 「法華靈驗傳巻上（下） 」 。
 











































〔内題〕 「新刊本朝文粹序」 、 「本朝文粹目録」 、 「本朝文粹巻第一（―巻之
十四） 」 。
 


































































〔尾題〕 「 （三格低）枕雙紙」 、 教誡新學比丘行護律儀」 、 「心根决疑章」 、

















〔印記〕 「播州斑鳩／佛餉院蔵」 （朱方印） 。
 
〔備考〕巻首六丁、 「横川沙門源信記」にのみ朱墨による訓点が施されて
いる。 「横川沙門源信記（七格空）枕雙紙」の巻末に識語、 「于時長保三季三月下旬／横河楞嚴院源信竊記」 、 「時寛文辛亥冬十有一月以点付本點之了
 





















かゝみ中（下） 」 （巻上の題簽は剥落） 。
 
















〔印記〕 「林氏／圖書」 （林東園、朱方印） 、 「東園／文庫」 （林東園、朱丸

























〔内題〕 「鶴皐山人小傳」 、 「脉語目録」 、 「脉語巻之上（下）／（七格低）
徽歙澄塘鶴皐山人呉崑述」 。
 


































































































〔内題〕 「標題徐状元補注蒙求巻一（―巻之七） 」 。
 





































































































































五五丁（巻第三） 、第四冊、六二丁（巻第四） 、第五冊、五〇丁（巻第 ） 、第六冊、六七丁（巻第六） 、第七冊、六八丁（巻第七） 。
 













玄蓮社良傳冷翁（花押） 〉 」 （第二冊） 、 「于
旹
元和七〈辛／酉〉歳
上秋下旬 〈於江戸称往院所□之／良傳冷翁 （花押） 〉 」 （第三冊） 、「□□□□玄蓮社良傳冷翁（花押） 」 （第四冊） 、 「□
旹
之□□／
南無阿弥陀佛／良傳冷翁（花押） 」 （第五冊） 、 「後説之尊衆撈□之度御回向／南無阿弥陀佛／良傳冷翁（花押） 六 維元和七〈辛／酉〉年孟秋下旬〈於江戸称往院所
挹
之／良傳冷翁





































六二丁（巻第四） 、第四冊、五〇丁（巻第五） 、第五冊、六八丁（巻第七） 。
 

































































〔内題〕 「 （二格低）大和物語終下」 （上巻、内題なし） 。
 








































〔内題〕 「龍龕手鑑序／（六格低）燕臺憫忠寺沙門智光撰」 、 「龍龕手鑑目
録」 、 「龍龕手鑑巻第一（―八） 」 、 「増廣龍龕手鑑巻第六」 。
 






















































〔丁数〕第一冊、一七丁（廿 代集部立次第（整版） ・ 丁／廿一代集所










〔印記〕 ） 「加持井御文庫」 （朱長方印） 、 「圓融蔵」 朱長方印） 、 「盛胤之























〔内題〕 「冷齋夜話目録」 、 「冷齋夜話巻之一（―六） 」 。
 



















































































〔題簽〕左肩に後補の書題簽（下部破損） 、 「六帖要文」 。
 






































糎） 、 「六百番歌合」 。
 





























































（―〈恋／八終〉 ） 」 （ 〈／〉は墨書） 。
 
〔内題〕 「左大将家六百番歌合巻第三（―八）目録」 、 「左大将家六百番歌
























































































〔内題〕 「錦繍段序」 、 「新編新選抜萃錦繍段」 、 「錦繍段目録」 、 「錦繍段鈔」 、
「錦繍段抄巻二（三） 」 、 「錦繍段鈔巻四（五） 」 。
 



















〔印記〕 「美濃國／土岐郡／淺野村／永松寺」 （朱方印） 。
 
〔備考〕朱引の他、ごくわずかに朱墨による書き入れが施されている。


















〔内題〕「錦繍段序」 、 「新編新選抜萃錦繍段」 、 「錦繍段目録」 「錦繍段
鈔」 、 「錦繍段抄巻二（三） 」 、 「錦繍段鈔巻四」 。
 










































〔内題〕 「尚書序」 、 「尚書目録」 、 「尚書巻第一（―九） 」 。
 















〔印記〕 「二條家／圖書記」 （朱長方印） 、 「天師明經儒」 （朱長方印） 、 「宣
／條」 （長方印） 、 「伏原」 （朱長方印、陰刻） 、 「清原／宣光」 （朱方印、陰刻、巻四巻首丁のみ） 、 「小汀文庫」 （朱長方印） 、 「を／ば／ま」 （朱） 、 「月明／荘」 （朱方印） 、 「中山氏／蔵書／之記」（朱方印） 、 「金合／文庫」 （朱方印） 、 「小林／蔵書」 （朱方印、二印はセット
 
〔備考〕各巻首丁右下に「宣賢」と墨書。朱筆でヲコト点、墨筆で返点
振仮名、送仮名、その他朱墨による書き入れが多数施されている。川瀬、三七二・八一五頁、第三種、八行十七字〈双辺／有界〉本 八一五頁補訂篇に著録される「小汀文庫〈 （巻一至九）三冊。／伏原宣條書入本。 〉蔵」本が本書。第一冊前表紙見返しに「伏原家本慶長古活字版モスヌ／尚書
 
春夏秋三冊（冬一欠）























〔内題〕 「平家物語巻第一（―十二）目録」 、 「平家物語巻第一（―十二・
灌頂巻） 」 。
 



















〔印記〕 「材木屋清五郎」 （黒長方印） 」 、 「三井家」 （朱長方印） 、 「□□／










































〔印記〕 「峰／川」 （朱方印） 。
 
〔備考〕朱引、朱句読点、墨筆で返点、振仮名、送仮名の他、朱墨によ
























〔内題〕 「醫學正傳巻之二（―四・六） 」 、 「新編醫學正傳巻之二目録」 、 「新
編醫學正傳巻之三」 、 「醫學正傳巻之四（五、六）目録」 、 「新編醫學正傳巻之二（―六）／（八格低）花谿恒徳老人虞摶天民編集／（十一格低）姪孫虞守愚惟明校正」 。
 




















〔印記〕 「春翠／文庫」 （朱方印、中島仁之助） 、 「岡田眞／之蔵書」 （朱長
方印） 。
 
〔備考〕朱引、 朱句読点、 墨筆で返点、 送仮名が部分的に施されるのみ。

























〔内題〕 「醫學正傳巻之二（三・五・八） 」 、 「新編醫學正傳巻之二目録」 、





〔尾題〕 「醫學正傳目録巻之二（―五・七・八）目録」 、 「新編醫學正傳巻




























































〔丁数〕第一冊、 八丁（上目録 一丁／上本文・四七丁） 、第二冊、七











































横故愛憐之心……／慶長己亥立夏之節 （七格空 法印玄朔」 （跋） 、「意齋道啓刊行」 。
 
〔印記〕 「春翠／文庫」 （朱方印、中島仁之助） 、 「月明荘」 （朱・小、反町
 252 
茂雄） 、 「峰／川」 （朱方印） 。
 
〔備考〕無書入。川瀬、三三〇頁に「元和中の翻印と覚しき「意齋道啓





































〔印記〕 「村野蔵書」 （朱長方印） 。
 
〔備考〕墨筆で振仮名を施す。 「古活５」本と同版。国文学研究資料館デ





































〔印記〕 「峰／川」 （朱方印） 。
 
〔備考〕朱引、朱句読点、墨筆で返点、振仮名、送仮名が施されている。

















〔内題〕 「局方發揮抄巻之上（中・下） 」 。
 







































〔内題〕 「玉機微義序」 、 「玉機微義／（一格低）門類目録」 「玉機微義目
録」 、 「玉機微義巻之一（―五十） 」 、 「書玉機微義後」 。
 
















巻之一・二四丁／巻之二・四丁半／巻之三・四丁半／巻之四・二一丁） 、第二冊、一〇三丁（巻之五・二五丁／巻之六・一〇丁半／巻之七・ 四丁半／巻之八・二〇 ／巻之九・三三 、第三冊、七九丁（巻之十・一九丁／巻之十一・一一丁／巻之十二一〇丁半／巻之十三 四丁半／巻之十四 三 ） 、第四冊、一一二丁（巻之十五・四四丁／巻十六・一六丁／巻之十七・ 六丁／巻之十八・三六丁） 、第五冊、一 六 （ 九 二二／巻之二十・ ／巻之二 一・一〇丁 二十二・一三丁／巻之二十三 二 七 ／巻之 五一〇 六 四 ） 第六冊、九二 （ 七七丁／巻之二十八・一四丁／巻之二 九 二〇丁／巻之三十・九丁／巻之三十一・ ／巻之三十二・六丁／巻之三十三 九丁／巻之三十四・一三丁／巻之 十五（ 「二 」と誤刻） 六丁） 、第七冊、九五丁（巻之三十六・一〇丁／巻之三十七・八丁／巻之三十八・四丁／巻之三十九・七丁／巻之四十 九
之四十一・一〇丁／巻之四十二・七丁／巻之四十三・九丁／巻之四十 ・六丁／巻之四十五・一〇丁／巻之四十六・七丁／巻之四十七・ 丁／巻之四十八・四丁） 、第八冊、一〇一丁（巻之四十九・三八丁／巻之五十・六〇丁／書玉機微義後・二丁／跋刊・一丁） 。
 
〔刊記〕「玉機微義者先師一渓翁所最重之書也門／下之徒責予購讀仍屬














































































〔印記〕 「峰／川」 （朱方印） 。
 
〔備考〕朱引、朱句読点、墨筆で返点、振仮名、送仮名が施されている。




















〔内題〕 「察病指南序」 、 「察病指南目録」 、 「察病指南巻之上（中・下） 」 。
 


















































































〔内題〕 「 （三格低）十五指南篇目録」 「 （一格低 醫學指南篇一」 、 「 （一

































































































































〔尾題〕 「難經圖目」 、 「難經圖説終」 。
 





























































































〔備考〕無書入 川瀬、七六〇頁、その 三） 。 （二）と略々同版式であ


















〔内題〕「類證辨異全九集目録」 、 「類證辨異全九集巻之一 （二・五・六） 」 。
 


































〔表紙〕栗皮表紙 （押八双はあるが後補か。 川瀬は 「褐色原表紙」 とす） 。
二六・五×二〇・二糎。四針袋綴。
 
〔題簽〕左肩に後補の書題簽 （一一・二×二・五糎） 、 「全九集巻之二 （三・
五・六） 」 。巻之一・四・七の題簽は剥落。
 
〔内題〕 「類證辨異全九集目録」 、 「類證辨異全九集巻之一（―七） 」 。
 
〔尾題〕 「全九集目録畢」 、 「類證辨異全九集巻之一終」 、 「全九集巻之二




































〔内題〕 「 （三格低）新刊名方類證醫書大全序」 、 「醫書大全論」 。
 
〔尾題〕 「醫書大全論終」 。
 
〔本文〕序、毎半葉八行×一五字
。大型活字使用。本文、毎半葉一〇行
×二〇字。稍小型の活字を使用。
 
〔匡郭〕四周双辺（序、一九・四 ・〇糎、本文、一九・六×一五・
一糎） 、無界。
 
〔版心〕黒口双黒魚尾、中縫 「醫書大全序（醫書大全論）
 
丁附」 。
 
〔丁数〕五六丁 （自序、 正統十一年歳在丙寅暮春之初鼈峰熊宗立道軒序・
五丁／本文・五一丁） 。
 
〔刊記〕無。
 
〔印記〕無。
 
〔備考〕墨筆で返点、振仮名、送仮名が施されている他 朱墨による書
き入れが施されている。寛永頃の刊か。川瀬、三三六・七五八頁。国文学研究資料館デジタル画像（デジタル請求記号、ＤＩＧ―ＫＮＩＫ―１）有。
 
